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会社名
管理職に占
める女性労働
者の割合

男性労働者
の育児休業
取得率

労働者の男女の賃金の差異（※１）

全労働者 正規雇用
労働者

パート・有期
労働者

㈱ホープネット 12.5％ 0.0％ 83.5％ 71.7％ 92.0％

従
業
員
の
状
況

＜多様性に関する開示指標＞

※男性を100%とした時の女性の割合

■賃金額及び差異は2023年4月～2024年3月の賃金にて算定
■人数は2023年4月～2024年3月までの期間の平均人数（毎月1日在籍者）

＊任意の補足情報

弊社の人材サービス事業の特性上、非正規労働者には、過去の雇用状況を反
映し男性の定年再雇用者が多く含まれ、勤務形態も有期ﾌﾙﾀｲﾑから短時間・短
日勤務など多様な形態であり、相対的に賃金水準も低水準となっています。また、
女性フルタイム有期労働者（60歳前）も非正規労働者に含まれる為、結果と
して、男女の賃金の差異（格差）が少ない結果となっています。

・対象期間：令和５年度（2023年4月1日から2024年3月31日まで）
・賃金：基本給、超過労働に対する報酬、賞与等を含み、退職手当、通勤手当等を除く。
・正規労働者：社員、無期契約社員（フルタイム）、出向者については、出向元の従業員として集計。
・非正規労働者：有期嘱託社員、有期契約社員、臨時・パート雇用労働者（受入派遣社員は除く）

株式会社ホープネット 経営企画部

男性 女性 総　計

総　計 416.2 263.9 680.1

正　規 187.8 167.6 355.4

非正規 228.3 96.3 324.7

平均人員数（休職者含む）

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
「多様性に関する指標」について前頁の「従業員の状況」に記載しきれない場合は、主要な連結子会社のみを「従業員の状況」に記載し、それ以外を有価証券報告書の「その他の参考情報」に記載することも可能。


①女性活躍推進法ベースの従業員数

		① 女性活躍推進法ベースの従業員数



				会社名 カイシャメイ		株式会社ホープネット カブシキガイシャ						従業員合計 ジュウギョウイン ゴウケイ		620		：常時雇用する労働者

														679		：賃金差異算定対象 サイ



												2024年3月末時点 ネン ガツマツ ジテン				データベース

				雇用区分 コヨウクブン				男性 ダンセイ		女性 ジョセイ		計 ケイ		備考 ビコウ				男性		女性

				①正規労働者 セイキ ロウドウシャ				186		170		356		期間の定めのない従業員（いわゆる正社員および無期転換社員）をいいます。 キカン サダ ジュウギョウイン セイシャイン ムキテンカン シャイン		正規 セイキ		52.2%		47.8%

				②非正規労働者 ヒセイキ ロウドウシャ				228		95		323		名称を問わず、期間の定めのある従業員をいいます。 メイショウ ト キカン サダ ジュウギョウイン

						雇用見込1年以上		195		69		264				非正規 ヒセイキ		73.9%		26.1%

						雇用見込1年未満 ミマン		33		26		59

								⇧								計 ケイ		61.5%		38.5%

								黄色網掛けセルに入力願います





【女性活躍推進法における従業員の定義】
正社員、契約社員、嘱託社員、臨時社員、パート、アルバイト等の名称の如何を問わず、自社に雇用されている社員のうち次のいずれかに該当する社員をいう。
　　 ①　期間の定めなく雇用されている社員
　　 ②　期間を定めて雇用する社員であり、次のいずれかに該当する社員
　　　　　(1)　過去1年以上引き続き雇用されている社員
　　　　　(2)　雇入れの時から1年以上雇用されると見込まれる社員
　　　※執行役員は含めない

　また、派遣社員及び出向者については、以下のとおり取り扱う。
　　　・派遣社員：人数に含めない
　　　・出向者：受入出向者は人数に含めない。なお、出向中の社員は人数に含む。



②-1女性管理職比率

		②-1 女性管理職比率

										2024年3月末時点 ネン ガツマツ ジテン

										管理職数 カンリショク スウ

												(率) リツ

				株式会社ホープネット		男性 ダンセイ				35

								(率) リツ				87.5%

				0		女性 ジョセイ				5

								(率) リツ				12.5%

				0		計 ケイ				40

								(率) リツ				100.0%

										⇧

										黄色網掛けセルに入力願います



【管理職の定義】
　「課⻑級（※）」と「課⻑級より上位の役職（役員・執行役員を除く）」にある労働者の合計をいう。

（※）課長級とは、以下のいずれかに該当する者を指す。
　　　①事業所で通常「課⻑」と呼ばれている者であって、その組織が2係以上からなり、若しくは、その構成員が10⼈以上　 
　　 　　（課⻑含む）のものの⻑
　　　②同⼀事業所において、課⻑の他に、呼称、構成員に関係なく、その職務の内容及び責任の程度が「課⻑級」に
　　　　 相当する者（ただし、⼀番下の職階ではないこと）

（注）一般的に、「課長代理」、「課長補佐」と呼ばれている者は、①、②の組織の長やそれに相当する者とは見なされ
　　　　 ない。



②-2男女別育児休業等取得率

		②-2 男女別育児休業等取得率 ナド



								2023年度実績 ネンド ジッセキ

								　男性：配偶者が出産した男性労働者の数（※2） ダンセイ ハイグウシャ		育児休業等をした労働者の数
（※１） イクジ キュウギョウ ナド ロウドウシャ カズ		育児休業等
取得率 イクジキュウギョウナド シュトクリツ		育児休業等をした男性労働者の数+育児を目的とした休暇制度(※4)を利用した労働者の合計数(※5) イクジ キュウギョウ ナド ダンセイ ロウドウシャ カズ イクジ モクテキ キュウカ セイド リヨウ ロウドウシャ ケイスウ		育児休業等と
育児目的休暇の
取得率 シュトクリツ

								　女性：出産した女性労働者の数（※3） ジョセイ

				株式会社ホープネット		男性 ダンセイ		1		0		0%		0		0%

						女性 ジョセイ		4		4		100%		－		ー

								⇧

								黄色網掛けセルに入力願います



　（※１）正規・非正規関わらず、育児休業を取得した人数
　（※２）正規・非正規関わらず、育児休業の取得対象である男性従業員の配偶者が出産した人数
　（※３）正規・非正規関わらず、育児休業の取得対象である女性従業員が出産した人数
　（※４）目的の中に育児を目的とするものであることが明らかにされている小学校就学前の子を対象とした休暇制度
　　　　　　（育児休業及び子の看護休暇など法定の制度は除く）
　　　　　　　例）失効年休の育児目的での使用、配偶者出産休暇、育児参加奨励休暇 等
　（※５）育児休業等および育児を目的とした休暇制度を両方取得したとしても、同一の子について取得したものである場合は、１人として
　　　　　　　カウント（ダブルカウントはしない）
　　　　　　　　　　　　
【育児休業等の定義】
　　・育児休業（出生時育児休業（産後パパ育休）を含む）

　※以下の育児休業制度がある場合は、D&I推進室へご連絡願います。
　　・育児のための短時間勤務制度を利用できない労働者に対する代替措置として講じた３歳未満の子を対象とする育児休業

【注意事項】
　・2023年度に育児休業等を開始した取得者をカウント。（前年度より跨って取得している場合はカウントしない）
　・出生時育児休業（産後パパ育休）と育児休業の両方取得、育児休業を分割取得するなど、同一の子について複数回取得した場合でも、
　　1人としてカウント。
　・分割して複数の事業年度において育児休業を取得した場合は、最初の育児休業の取得のみを計算の対象とする。



②-3男女の賃金の差異

		②-3 男女の賃金の差異 チンギン サイ						※従業員100名以下は報告不要 ジュウギョウイン メイ イカ ホウコク フヨウ



						2023年度実績 ネンド ジッセキ

				会　社　名 カイ シャ メイ		正規労働者 セイキ ロウドウシャ										非正規労働者 ヒセイキ ロウドウシャ										全労働者 ゼンロウドウシャ										注釈・説明 チュウシャク セツメイ

木下 ゆう子: ＜主要グループ会社のみ記載をお願いします＞
数値の背景、各社の取組み、目標をより正確に理解できるよう、より詳細な情報や補足的な情報を記載してください。

						女性 ジョセイ				男性 ダンセイ				差異 サイ		女性 ジョセイ				男性 ダンセイ				差異 サイ		女性 ジョセイ				男性 ダンセイ				差異 サイ

				株式会社ホープネット		総賃金
（Ａ） ソウチンギン		人員数
（Ｂ） ジンインスウ		総賃金
（Ｃ） ソウチンギン		人員数
（Ｄ） ジンインスウ				総賃金
（Ｅ） ソウチンギン		人員数
（Ｆ） ジンインスウ		総賃金
（Ｇ） ソウチンギン		人員数
（Ｈ） ジンインスウ				総賃金
（A＋E） ソウチンギン		人員数
（Ｂ＋Ｆ） ジンインスウ		総賃金
（Ｃ＋Ｇ） ソウチンギン		人員数
(Ｄ＋Ｈ） ジンインスウ

						638,579,021		167.6		997,884,752		187.8		71.7%		300,739,229		96.3		775,010,203		228.3		92.0%		939,318,250		263.9		1,772,894,955		416.2		83.5%

						⇧

						黄色網掛けセルに入力願います																														コメント無し ナ

																																				企業データベース補足説明有 キギョウ ホソク セツメイ ア



						■人数は2023年4月～2024年3月までの期間の平均人数（毎月1日在籍者） ニンズウ ネン ガツ ネン ガツ キカン ヘイキン ニンズウ マイツキ ニチ ザイセキ シャ										※男性を100%とした時の女性の割合

						■賃金額及び差異は2023年4月～2024年3月の賃金にて算定 チンギン ガク オヨ サイ ネン ガツ ネン ガツ チンギン サンテイ



						平均人員数（休職者含む） ヘイキン ジンイン スウ キュウショク シャ フク										平均賃金（休職者含む） ヘイキン チンギン キュウショク シャ フク

								男性 ダンセイ		女性 ジョセイ		総　計 ソウ ケイ						男性 ダンセイ		女性 ジョセイ

						総　計 ソウ ケイ		416.2		263.9		680.1				総　計 ソウ ケイ		（100％）		83.5%

						正　規 セイ キ		187.8		167.6		355.4				正　規 セイ キ		（100％）		71.7%

						非正規 ヒセイキ		228.3		96.3		324.7				非正規 ヒセイキ		（100％）		92.0%







						▶2022年度実績（参考） ネンド ジッセキ サンコウ

				会社名 カイシャ メイ		正規労働者 セイキ ロウドウシャ										非正規労働者 ヒセイキ ロウドウシャ										全労働者 ゼンロウドウシャ										任意の補足情報 ニンイ ホソク ジョウホウ

						女性 ジョセイ				男性 ダンセイ				差異 サイ		女性 ジョセイ				男性 ダンセイ				差異 サイ		女性 ジョセイ				男性 ダンセイ				差異 サイ

						総賃金
（Ａ） ソウチンギン		人員数
（Ｂ） ジンインスウ		総賃金
（Ｃ） ソウチンギン		人員数
（Ｄ） ジンインスウ				総賃金
（Ｅ） ソウチンギン		人員数
（Ｆ） ジンインスウ		総賃金
（Ｇ） ソウチンギン		人員数
（Ｈ） ジンインスウ				総賃金
(Ａ＋E) ソウチンギン		人員数
(Ｂ＋Ｆ) ジンインスウ		総賃金
（Ｃ＋Ｇ） ソウチンギン		人員数
(Ｄ＋Ｈ） ジンインスウ				・弊社の人材サービス事業の特性上、非正規労働者には、過去の雇用状況を反映し男性の定年再雇用者が多く含まれ、勤務形態も有期ﾌﾙﾀｲﾑから短時間・短日勤務など多様な形態であり、相対的に賃金水準も低水準となっています。また、女性フルタイム有期労働者（60歳前）も非正規労働者に含まれる為、結果として、男女の賃金の差異（格差）が少ない結果となっています。 ヘイシャ ジンザイ ジギョウ トクセイ ジョウ ヒセイキ ロウドウシャ ダンセイ テイネン サイコヨウ シャ フク キンムケイタイ ユウキ タンジカン タンジツ キンム タヨウ ケイタイ ソウタイテキ チンギン スイジュン ジョセイ ユウキ ロウドウ サイ マエ ダンジョ チンギン サイ カクサ スク ケッカ

				株式会社 ホープネット カブシキガイシャ		605,997,800		161.0		969,647,834		181.8		70.6%		331,405,735		105.4		783,995,043		239.8		96.1%		937,403,535		266.42		1,753,642,877		421.58		84.6%



				人数は2022年4月～2023年3月までの期間の平均人数（毎月1日在籍者） ニンズウ ネン ガツ ネン ガツ キカン ヘイキン ニンズウ マイツキ ニチ ザイセキ シャ

				賃金額及び差異は2022年4月～2023年3月の賃金にて算定 チンギン ガク オヨ サイ ネン ガツ ネン ガツ チンギン サンテイ



				平均人員数（休職者含む） ヘイキン ジンイン スウ キュウショク シャ フク										平均賃金（休職者含む） ヘイキン チンギン キュウショク シャ フク

						男性 ダンセイ		女性 ジョセイ		総　計 ソウ ケイ						男性 ダンセイ		女性 ジョセイ

				総　計 ソウ ケイ		421.6		266.4		688.0				総　計 ソウ ケイ		（100％）		84.6%

				正　規 セイ キ		181.8		161.0		342.8				正　規 セイ キ		（100％）		70.6%

				非正規 ヒセイキ		239.8		105.4		345.2				非正規 ヒセイキ		（100％）		96.1%





②-4有給休暇取得率

		②-4 有給休暇取得率 ユウキュウキュウカ シュトクリツ

						対象期間：2023年度実績＜2023/4～2024/3＞ ネンド ジッセキ

						区　分 ク ブン		繰越日数/
一人当平均 ヘイキン		取得日数/
一人当平均		付与日数/
一人当平均		年次有給休暇
取得率 ネンジ ユウキュウキュウカ シュトクリツ

						男 オトコ		10.2日		11.9日		16.2日		73.4%

						女 オンナ		9.7日		15.3日		16.9日		90.7%

				株式会社ホープネット		全体 ゼンタイ		19.9日		13.2日		16.5日		80.4%		●





③公表状況

		③ 女性活躍推進法に基づく情報公表状況 ジョセイ カツヤク スイシンホウ モト ジョウホウ

				会社名 カイシャメイ				株式会社ホープネット

				従業員数 ジュウギョウインスウ				620人



				Ｑ１		2024年3月31日時点での公表の有無 ネン ツキ ニチ ジテン コウヒョウ ウム

				Ａ１				公表を行っている コウヒョウ オコナ

								公表を行っていない コウヒョウ オコナ

				Ｑ２		2024年度公表予定の項目 ネンド コウヒョウ ヨテイ コウモク

										301人以上の会社 ニン イジョウ カイシャ		101人以上300人以下の会社 ニン イジョウ ニン イカ カイシャ

				Ａ２		「女性労働者に対する職業生活に関する機会の提供」

								①採用した労働者に占める女性労働者の割合

								②男女別の採用における競争倍率

								③労働者に占める女性労働者の割合

								④係⾧級にある者に占める女性労働者の割合

								⑤管理職に占める女性労働者の割合

								⑥役員に占める女性の割合

								⑦男女別の職種または雇用形態の転換実績

								⑧男女別の再雇用または中途採用の実績

								⑨男女の賃金の差異　　　※従業員数301人以上の会社は必須

						「職業生活と家庭生活との両立」

								①男女の平均継続勤務年数の差異

								②10事業年度前およびその前後の事業年度に採用された労働者の男女別の継続雇用割合

								③男女別の育児休業取得率

								④労働者の一月当たりの平均残業時間

								⑤雇用管理区分ごとの労働者の一月当たりの平均残業時間

								⑥有給休暇取得率		◀2024追加項目 ツイカ コウモク

								⑦雇用管理区分ごとの有給休暇取得率

								公表を行う予定はない　　　※従業員数100人以下の会社のみ選択可 コウヒョウ オコナ ヨテイ イカ



①～⑧の８項目のうち１項目以上選択

①～⑦の7項目のうち1項目以上選択

全16項目のうち1項目以上選択




①女性活躍推進法ベースの従業員数

		① 女性活躍推進法ベースの従業員数



				会社名 カイシャメイ		株式会社ホープネット カブシキガイシャ						従業員合計 ジュウギョウイン ゴウケイ		620		：常時雇用する労働者

														679		：賃金差異算定対象 サイ



												2024年3月末時点 ネン ガツマツ ジテン				データベース

				雇用区分 コヨウクブン				男性 ダンセイ		女性 ジョセイ		計 ケイ		備考 ビコウ				男性		女性

				①正規労働者 セイキ ロウドウシャ				186		170		356		期間の定めのない従業員（いわゆる正社員および無期転換社員）をいいます。 キカン サダ ジュウギョウイン セイシャイン ムキテンカン シャイン		正規 セイキ		52.2%		47.8%

				②非正規労働者 ヒセイキ ロウドウシャ				228		95		323		名称を問わず、期間の定めのある従業員をいいます。 メイショウ ト キカン サダ ジュウギョウイン

						雇用見込1年以上		195		69		264				非正規 ヒセイキ		73.9%		26.1%

						雇用見込1年未満 ミマン		33		26		59

								⇧								計 ケイ		61.5%		38.5%

								黄色網掛けセルに入力願います





【女性活躍推進法における従業員の定義】
正社員、契約社員、嘱託社員、臨時社員、パート、アルバイト等の名称の如何を問わず、自社に雇用されている社員のうち次のいずれかに該当する社員をいう。
　　 ①　期間の定めなく雇用されている社員
　　 ②　期間を定めて雇用する社員であり、次のいずれかに該当する社員
　　　　　(1)　過去1年以上引き続き雇用されている社員
　　　　　(2)　雇入れの時から1年以上雇用されると見込まれる社員
　　　※執行役員は含めない

　また、派遣社員及び出向者については、以下のとおり取り扱う。
　　　・派遣社員：人数に含めない
　　　・出向者：受入出向者は人数に含めない。なお、出向中の社員は人数に含む。



②-1女性管理職比率

		②-1 女性管理職比率

										2024年3月末時点 ネン ガツマツ ジテン

										管理職数 カンリショク スウ

												(率) リツ

				株式会社ホープネット		男性 ダンセイ				35

								(率) リツ				87.5%

				0		女性 ジョセイ				5

								(率) リツ				12.5%

				0		計 ケイ				40

								(率) リツ				100.0%

										⇧

										黄色網掛けセルに入力願います



【管理職の定義】
　「課⻑級（※）」と「課⻑級より上位の役職（役員・執行役員を除く）」にある労働者の合計をいう。

（※）課長級とは、以下のいずれかに該当する者を指す。
　　　①事業所で通常「課⻑」と呼ばれている者であって、その組織が2係以上からなり、若しくは、その構成員が10⼈以上　 
　　 　　（課⻑含む）のものの⻑
　　　②同⼀事業所において、課⻑の他に、呼称、構成員に関係なく、その職務の内容及び責任の程度が「課⻑級」に
　　　　 相当する者（ただし、⼀番下の職階ではないこと）

（注）一般的に、「課長代理」、「課長補佐」と呼ばれている者は、①、②の組織の長やそれに相当する者とは見なされ
　　　　 ない。



②-2男女別育児休業等取得率

		②-2 男女別育児休業等取得率 ナド



								2023年度実績 ネンド ジッセキ

								　男性：配偶者が出産した男性労働者の数（※2） ダンセイ ハイグウシャ		育児休業等をした労働者の数
（※１） イクジ キュウギョウ ナド ロウドウシャ カズ		育児休業等
取得率 イクジキュウギョウナド シュトクリツ		育児休業等をした男性労働者の数+育児を目的とした休暇制度(※4)を利用した労働者の合計数(※5) イクジ キュウギョウ ナド ダンセイ ロウドウシャ カズ イクジ モクテキ キュウカ セイド リヨウ ロウドウシャ ケイスウ		育児休業等と
育児目的休暇の
取得率 シュトクリツ

								　女性：出産した女性労働者の数（※3） ジョセイ

				株式会社ホープネット		男性 ダンセイ		1		0		0%		0		0%

						女性 ジョセイ		4		4		100%		－		ー

								⇧

								黄色網掛けセルに入力願います



　（※１）正規・非正規関わらず、育児休業を取得した人数
　（※２）正規・非正規関わらず、育児休業の取得対象である男性従業員の配偶者が出産した人数
　（※３）正規・非正規関わらず、育児休業の取得対象である女性従業員が出産した人数
　（※４）目的の中に育児を目的とするものであることが明らかにされている小学校就学前の子を対象とした休暇制度
　　　　　　（育児休業及び子の看護休暇など法定の制度は除く）
　　　　　　　例）失効年休の育児目的での使用、配偶者出産休暇、育児参加奨励休暇 等
　（※５）育児休業等および育児を目的とした休暇制度を両方取得したとしても、同一の子について取得したものである場合は、１人として
　　　　　　　カウント（ダブルカウントはしない）
　　　　　　　　　　　　
【育児休業等の定義】
　　・育児休業（出生時育児休業（産後パパ育休）を含む）

　※以下の育児休業制度がある場合は、D&I推進室へご連絡願います。
　　・育児のための短時間勤務制度を利用できない労働者に対する代替措置として講じた３歳未満の子を対象とする育児休業

【注意事項】
　・2023年度に育児休業等を開始した取得者をカウント。（前年度より跨って取得している場合はカウントしない）
　・出生時育児休業（産後パパ育休）と育児休業の両方取得、育児休業を分割取得するなど、同一の子について複数回取得した場合でも、
　　1人としてカウント。
　・分割して複数の事業年度において育児休業を取得した場合は、最初の育児休業の取得のみを計算の対象とする。



②-3男女の賃金の差異

		②-3 男女の賃金の差異 チンギン サイ						※従業員100名以下は報告不要 ジュウギョウイン メイ イカ ホウコク フヨウ



						2023年度実績 ネンド ジッセキ

				会　社　名 カイ シャ メイ		正規労働者 セイキ ロウドウシャ										非正規労働者 ヒセイキ ロウドウシャ										全労働者 ゼンロウドウシャ										注釈・説明 チュウシャク セツメイ

木下 ゆう子: ＜主要グループ会社のみ記載をお願いします＞
数値の背景、各社の取組み、目標をより正確に理解できるよう、より詳細な情報や補足的な情報を記載してください。

						女性 ジョセイ				男性 ダンセイ				差異 サイ		女性 ジョセイ				男性 ダンセイ				差異 サイ		女性 ジョセイ				男性 ダンセイ				差異 サイ

				株式会社ホープネット		総賃金
（Ａ） ソウチンギン		人員数
（Ｂ） ジンインスウ		総賃金
（Ｃ） ソウチンギン		人員数
（Ｄ） ジンインスウ				総賃金
（Ｅ） ソウチンギン		人員数
（Ｆ） ジンインスウ		総賃金
（Ｇ） ソウチンギン		人員数
（Ｈ） ジンインスウ				総賃金
（A＋E） ソウチンギン		人員数
（Ｂ＋Ｆ） ジンインスウ		総賃金
（Ｃ＋Ｇ） ソウチンギン		人員数
(Ｄ＋Ｈ） ジンインスウ

						638,579,021		167.6		997,884,752		187.8		71.7%		300,739,229		96.3		775,010,203		228.3		92.0%		939,318,250		263.9		1,772,894,955		416.2		83.5%

						⇧

						黄色網掛けセルに入力願います																														コメント無し ナ

																																				企業データベース補足説明有 キギョウ ホソク セツメイ ア



																		※男性を100%とした時の女性の割合

						■人数は2023年4月～2024年3月までの期間の平均人数（毎月1日在籍者） ニンズウ ネン ガツ ネン ガツ キカン ヘイキン ニンズウ マイツキ ニチ ザイセキ シャ

						■賃金額及び差異は2023年4月～2024年3月の賃金にて算定 チンギン ガク オヨ サイ ネン ガツ ネン ガツ チンギン サンテイ



						平均人員数（休職者含む） ヘイキン ジンイン スウ キュウショク シャ フク										平均賃金（休職者含む） ヘイキン チンギン キュウショク シャ フク

								男性 ダンセイ		女性 ジョセイ		総　計 ソウ ケイ						男性 ダンセイ		女性 ジョセイ

						総　計 ソウ ケイ		416.2		263.9		680.1				総　計 ソウ ケイ		（100％）		83.5%

						正　規 セイ キ		187.8		167.6		355.4				正　規 セイ キ		（100％）		71.7%

						非正規 ヒセイキ		228.3		96.3		324.7				非正規 ヒセイキ		（100％）		92.0%







						▶2022年度実績（参考） ネンド ジッセキ サンコウ

				会社名 カイシャ メイ		正規労働者 セイキ ロウドウシャ										非正規労働者 ヒセイキ ロウドウシャ										全労働者 ゼンロウドウシャ										任意の補足情報 ニンイ ホソク ジョウホウ

						女性 ジョセイ				男性 ダンセイ				差異 サイ		女性 ジョセイ				男性 ダンセイ				差異 サイ		女性 ジョセイ				男性 ダンセイ				差異 サイ

						総賃金
（Ａ） ソウチンギン		人員数
（Ｂ） ジンインスウ		総賃金
（Ｃ） ソウチンギン		人員数
（Ｄ） ジンインスウ				総賃金
（Ｅ） ソウチンギン		人員数
（Ｆ） ジンインスウ		総賃金
（Ｇ） ソウチンギン		人員数
（Ｈ） ジンインスウ				総賃金
(Ａ＋E) ソウチンギン		人員数
(Ｂ＋Ｆ) ジンインスウ		総賃金
（Ｃ＋Ｇ） ソウチンギン		人員数
(Ｄ＋Ｈ） ジンインスウ				・弊社の人材サービス事業の特性上、非正規労働者には、過去の雇用状況を反映し男性の定年再雇用者が多く含まれ、勤務形態も有期ﾌﾙﾀｲﾑから短時間・短日勤務など多様な形態であり、相対的に賃金水準も低水準となっています。また、女性フルタイム有期労働者（60歳前）も非正規労働者に含まれる為、結果として、男女の賃金の差異（格差）が少ない結果となっています。 ヘイシャ ジンザイ ジギョウ トクセイ ジョウ ヒセイキ ロウドウシャ ダンセイ テイネン サイコヨウ シャ フク キンムケイタイ ユウキ タンジカン タンジツ キンム タヨウ ケイタイ ソウタイテキ チンギン スイジュン ジョセイ ユウキ ロウドウ サイ マエ ダンジョ チンギン サイ カクサ スク ケッカ

				株式会社 ホープネット カブシキガイシャ		605,997,800		161.0		969,647,834		181.8		70.6%		331,405,735		105.4		783,995,043		239.8		96.1%		937,403,535		266.42		1,753,642,877		421.58		84.6%



				人数は2022年4月～2023年3月までの期間の平均人数（毎月1日在籍者） ニンズウ ネン ガツ ネン ガツ キカン ヘイキン ニンズウ マイツキ ニチ ザイセキ シャ

				賃金額及び差異は2022年4月～2023年3月の賃金にて算定 チンギン ガク オヨ サイ ネン ガツ ネン ガツ チンギン サンテイ



				平均人員数（休職者含む） ヘイキン ジンイン スウ キュウショク シャ フク										平均賃金（休職者含む） ヘイキン チンギン キュウショク シャ フク

						男性 ダンセイ		女性 ジョセイ		総　計 ソウ ケイ						男性 ダンセイ		女性 ジョセイ

				総　計 ソウ ケイ		421.6		266.4		688.0				総　計 ソウ ケイ		（100％）		84.6%

				正　規 セイ キ		181.8		161.0		342.8				正　規 セイ キ		（100％）		70.6%

				非正規 ヒセイキ		239.8		105.4		345.2				非正規 ヒセイキ		（100％）		96.1%





②-4有給休暇取得率

		②-4 有給休暇取得率 ユウキュウキュウカ シュトクリツ

						対象期間：2023年度実績＜2023/4～2024/3＞ ネンド ジッセキ

						区　分 ク ブン		繰越日数/
一人当平均 ヘイキン		取得日数/
一人当平均		付与日数/
一人当平均		年次有給休暇
取得率 ネンジ ユウキュウキュウカ シュトクリツ

						男 オトコ		10.2日		11.9日		16.2日		73.4%

						女 オンナ		9.7日		15.3日		16.9日		90.7%

				株式会社ホープネット		全体 ゼンタイ		19.9日		13.2日		16.5日		80.4%		●





③公表状況

		③ 女性活躍推進法に基づく情報公表状況 ジョセイ カツヤク スイシンホウ モト ジョウホウ

				会社名 カイシャメイ				株式会社ホープネット

				従業員数 ジュウギョウインスウ				620人



				Ｑ１		2024年3月31日時点での公表の有無 ネン ツキ ニチ ジテン コウヒョウ ウム

				Ａ１				公表を行っている コウヒョウ オコナ

								公表を行っていない コウヒョウ オコナ

				Ｑ２		2024年度公表予定の項目 ネンド コウヒョウ ヨテイ コウモク

										301人以上の会社 ニン イジョウ カイシャ		101人以上300人以下の会社 ニン イジョウ ニン イカ カイシャ

				Ａ２		「女性労働者に対する職業生活に関する機会の提供」

								①採用した労働者に占める女性労働者の割合

								②男女別の採用における競争倍率

								③労働者に占める女性労働者の割合

								④係⾧級にある者に占める女性労働者の割合

								⑤管理職に占める女性労働者の割合

								⑥役員に占める女性の割合

								⑦男女別の職種または雇用形態の転換実績

								⑧男女別の再雇用または中途採用の実績

								⑨男女の賃金の差異　　　※従業員数301人以上の会社は必須

						「職業生活と家庭生活との両立」

								①男女の平均継続勤務年数の差異

								②10事業年度前およびその前後の事業年度に採用された労働者の男女別の継続雇用割合

								③男女別の育児休業取得率

								④労働者の一月当たりの平均残業時間

								⑤雇用管理区分ごとの労働者の一月当たりの平均残業時間

								⑥有給休暇取得率		◀2024追加項目 ツイカ コウモク

								⑦雇用管理区分ごとの有給休暇取得率

								公表を行う予定はない　　　※従業員数100人以下の会社のみ選択可 コウヒョウ オコナ ヨテイ イカ



①～⑧の８項目のうち１項目以上選択

①～⑦の7項目のうち1項目以上選択

全16項目のうち1項目以上選択




①女性活躍推進法ベースの従業員数

		① 女性活躍推進法ベースの従業員数



				会社名 カイシャメイ		株式会社ホープネット カブシキガイシャ						従業員合計 ジュウギョウイン ゴウケイ		620		：常時雇用する労働者

														679		：賃金差異算定対象 サイ



												2024年3月末時点 ネン ガツマツ ジテン				データベース

				雇用区分 コヨウクブン				男性 ダンセイ		女性 ジョセイ		計 ケイ		備考 ビコウ				男性		女性

				①正規労働者 セイキ ロウドウシャ				186		170		356		期間の定めのない従業員（いわゆる正社員および無期転換社員）をいいます。 キカン サダ ジュウギョウイン セイシャイン ムキテンカン シャイン		正規 セイキ		52.2%		47.8%

				②非正規労働者 ヒセイキ ロウドウシャ				228		95		323		名称を問わず、期間の定めのある従業員をいいます。 メイショウ ト キカン サダ ジュウギョウイン

						雇用見込1年以上		195		69		264				非正規 ヒセイキ		73.9%		26.1%

						雇用見込1年未満 ミマン		33		26		59

								⇧								計 ケイ		61.5%		38.5%

								黄色網掛けセルに入力願います





【女性活躍推進法における従業員の定義】
正社員、契約社員、嘱託社員、臨時社員、パート、アルバイト等の名称の如何を問わず、自社に雇用されている社員のうち次のいずれかに該当する社員をいう。
　　 ①　期間の定めなく雇用されている社員
　　 ②　期間を定めて雇用する社員であり、次のいずれかに該当する社員
　　　　　(1)　過去1年以上引き続き雇用されている社員
　　　　　(2)　雇入れの時から1年以上雇用されると見込まれる社員
　　　※執行役員は含めない

　また、派遣社員及び出向者については、以下のとおり取り扱う。
　　　・派遣社員：人数に含めない
　　　・出向者：受入出向者は人数に含めない。なお、出向中の社員は人数に含む。



②-1女性管理職比率

		②-1 女性管理職比率

										2024年3月末時点 ネン ガツマツ ジテン

										管理職数 カンリショク スウ

												(率) リツ

				株式会社ホープネット		男性 ダンセイ				35

								(率) リツ				87.5%

				0		女性 ジョセイ				5

								(率) リツ				12.5%

				0		計 ケイ				40

								(率) リツ				100.0%

										⇧

										黄色網掛けセルに入力願います



【管理職の定義】
　「課⻑級（※）」と「課⻑級より上位の役職（役員・執行役員を除く）」にある労働者の合計をいう。

（※）課長級とは、以下のいずれかに該当する者を指す。
　　　①事業所で通常「課⻑」と呼ばれている者であって、その組織が2係以上からなり、若しくは、その構成員が10⼈以上　 
　　 　　（課⻑含む）のものの⻑
　　　②同⼀事業所において、課⻑の他に、呼称、構成員に関係なく、その職務の内容及び責任の程度が「課⻑級」に
　　　　 相当する者（ただし、⼀番下の職階ではないこと）

（注）一般的に、「課長代理」、「課長補佐」と呼ばれている者は、①、②の組織の長やそれに相当する者とは見なされ
　　　　 ない。



②-2男女別育児休業等取得率

		②-2 男女別育児休業等取得率 ナド



								2023年度実績 ネンド ジッセキ

								　男性：配偶者が出産した男性労働者の数（※2） ダンセイ ハイグウシャ		育児休業等をした労働者の数
（※１） イクジ キュウギョウ ナド ロウドウシャ カズ		育児休業等
取得率 イクジキュウギョウナド シュトクリツ		育児休業等をした男性労働者の数+育児を目的とした休暇制度(※4)を利用した労働者の合計数(※5) イクジ キュウギョウ ナド ダンセイ ロウドウシャ カズ イクジ モクテキ キュウカ セイド リヨウ ロウドウシャ ケイスウ		育児休業等と
育児目的休暇の
取得率 シュトクリツ

								　女性：出産した女性労働者の数（※3） ジョセイ

				株式会社ホープネット		男性 ダンセイ		1		0		0%		0		0%

						女性 ジョセイ		4		4		100%		－		ー

								⇧

								黄色網掛けセルに入力願います



　（※１）正規・非正規関わらず、育児休業を取得した人数
　（※２）正規・非正規関わらず、育児休業の取得対象である男性従業員の配偶者が出産した人数
　（※３）正規・非正規関わらず、育児休業の取得対象である女性従業員が出産した人数
　（※４）目的の中に育児を目的とするものであることが明らかにされている小学校就学前の子を対象とした休暇制度
　　　　　　（育児休業及び子の看護休暇など法定の制度は除く）
　　　　　　　例）失効年休の育児目的での使用、配偶者出産休暇、育児参加奨励休暇 等
　（※５）育児休業等および育児を目的とした休暇制度を両方取得したとしても、同一の子について取得したものである場合は、１人として
　　　　　　　カウント（ダブルカウントはしない）
　　　　　　　　　　　　
【育児休業等の定義】
　　・育児休業（出生時育児休業（産後パパ育休）を含む）

　※以下の育児休業制度がある場合は、D&I推進室へご連絡願います。
　　・育児のための短時間勤務制度を利用できない労働者に対する代替措置として講じた３歳未満の子を対象とする育児休業

【注意事項】
　・2023年度に育児休業等を開始した取得者をカウント。（前年度より跨って取得している場合はカウントしない）
　・出生時育児休業（産後パパ育休）と育児休業の両方取得、育児休業を分割取得するなど、同一の子について複数回取得した場合でも、
　　1人としてカウント。
　・分割して複数の事業年度において育児休業を取得した場合は、最初の育児休業の取得のみを計算の対象とする。



②-3男女の賃金の差異

		②-3 男女の賃金の差異 チンギン サイ						※従業員100名以下は報告不要 ジュウギョウイン メイ イカ ホウコク フヨウ



						2023年度実績 ネンド ジッセキ

				会　社　名 カイ シャ メイ		正規労働者 セイキ ロウドウシャ										非正規労働者 ヒセイキ ロウドウシャ										全労働者 ゼンロウドウシャ										注釈・説明 チュウシャク セツメイ

木下 ゆう子: ＜主要グループ会社のみ記載をお願いします＞
数値の背景、各社の取組み、目標をより正確に理解できるよう、より詳細な情報や補足的な情報を記載してください。

						女性 ジョセイ				男性 ダンセイ				差異 サイ		女性 ジョセイ				男性 ダンセイ				差異 サイ		女性 ジョセイ				男性 ダンセイ				差異 サイ

				株式会社ホープネット		総賃金
（Ａ） ソウチンギン		人員数
（Ｂ） ジンインスウ		総賃金
（Ｃ） ソウチンギン		人員数
（Ｄ） ジンインスウ				総賃金
（Ｅ） ソウチンギン		人員数
（Ｆ） ジンインスウ		総賃金
（Ｇ） ソウチンギン		人員数
（Ｈ） ジンインスウ				総賃金
（A＋E） ソウチンギン		人員数
（Ｂ＋Ｆ） ジンインスウ		総賃金
（Ｃ＋Ｇ） ソウチンギン		人員数
(Ｄ＋Ｈ） ジンインスウ

						638,579,021		167.6		997,884,752		187.8		71.7%		300,739,229		96.3		775,010,203		228.3		92.0%		939,318,250		263.9		1,772,894,955		416.2		83.5%

						⇧

						黄色網掛けセルに入力願います																														コメント無し ナ

																																				企業データベース補足説明有 キギョウ ホソク セツメイ ア



																		※男性を100%とした時の女性の割合

						■人数は2023年4月～2024年3月までの期間の平均人数（毎月1日在籍者） ニンズウ ネン ガツ ネン ガツ キカン ヘイキン ニンズウ マイツキ ニチ ザイセキ シャ

						■賃金額及び差異は2023年4月～2024年3月の賃金にて算定 チンギン ガク オヨ サイ ネン ガツ ネン ガツ チンギン サンテイ



						平均人員数（休職者含む） ヘイキン ジンイン スウ キュウショク シャ フク										平均賃金（休職者含む） ヘイキン チンギン キュウショク シャ フク

								男性 ダンセイ		女性 ジョセイ		総　計 ソウ ケイ						男性 ダンセイ		女性 ジョセイ

						総　計 ソウ ケイ		416.2		263.9		680.1				総　計 ソウ ケイ		（100％）		83.5%

						正　規 セイ キ		187.8		167.6		355.4				正　規 セイ キ		（100％）		71.7%

						非正規 ヒセイキ		228.3		96.3		324.7				非正規 ヒセイキ		（100％）		92.0%







						▶2022年度実績（参考） ネンド ジッセキ サンコウ

				会社名 カイシャ メイ		正規労働者 セイキ ロウドウシャ										非正規労働者 ヒセイキ ロウドウシャ										全労働者 ゼンロウドウシャ										任意の補足情報 ニンイ ホソク ジョウホウ

						女性 ジョセイ				男性 ダンセイ				差異 サイ		女性 ジョセイ				男性 ダンセイ				差異 サイ		女性 ジョセイ				男性 ダンセイ				差異 サイ

						総賃金
（Ａ） ソウチンギン		人員数
（Ｂ） ジンインスウ		総賃金
（Ｃ） ソウチンギン		人員数
（Ｄ） ジンインスウ				総賃金
（Ｅ） ソウチンギン		人員数
（Ｆ） ジンインスウ		総賃金
（Ｇ） ソウチンギン		人員数
（Ｈ） ジンインスウ				総賃金
(Ａ＋E) ソウチンギン		人員数
(Ｂ＋Ｆ) ジンインスウ		総賃金
（Ｃ＋Ｇ） ソウチンギン		人員数
(Ｄ＋Ｈ） ジンインスウ				・弊社の人材サービス事業の特性上、非正規労働者には、過去の雇用状況を反映し男性の定年再雇用者が多く含まれ、勤務形態も有期ﾌﾙﾀｲﾑから短時間・短日勤務など多様な形態であり、相対的に賃金水準も低水準となっています。また、女性フルタイム有期労働者（60歳前）も非正規労働者に含まれる為、結果として、男女の賃金の差異（格差）が少ない結果となっています。 ヘイシャ ジンザイ ジギョウ トクセイ ジョウ ヒセイキ ロウドウシャ ダンセイ テイネン サイコヨウ シャ フク キンムケイタイ ユウキ タンジカン タンジツ キンム タヨウ ケイタイ ソウタイテキ チンギン スイジュン ジョセイ ユウキ ロウドウ サイ マエ ダンジョ チンギン サイ カクサ スク ケッカ

				株式会社 ホープネット カブシキガイシャ		605,997,800		161.0		969,647,834		181.8		70.6%		331,405,735		105.4		783,995,043		239.8		96.1%		937,403,535		266.42		1,753,642,877		421.58		84.6%



				人数は2022年4月～2023年3月までの期間の平均人数（毎月1日在籍者） ニンズウ ネン ガツ ネン ガツ キカン ヘイキン ニンズウ マイツキ ニチ ザイセキ シャ

				賃金額及び差異は2022年4月～2023年3月の賃金にて算定 チンギン ガク オヨ サイ ネン ガツ ネン ガツ チンギン サンテイ



				平均人員数（休職者含む） ヘイキン ジンイン スウ キュウショク シャ フク										平均賃金（休職者含む） ヘイキン チンギン キュウショク シャ フク

						男性 ダンセイ		女性 ジョセイ		総　計 ソウ ケイ						男性 ダンセイ		女性 ジョセイ

				総　計 ソウ ケイ		421.6		266.4		688.0				総　計 ソウ ケイ		（100％）		84.6%

				正　規 セイ キ		181.8		161.0		342.8				正　規 セイ キ		（100％）		70.6%

				非正規 ヒセイキ		239.8		105.4		345.2				非正規 ヒセイキ		（100％）		96.1%





②-4有給休暇取得率

		②-4 有給休暇取得率 ユウキュウキュウカ シュトクリツ

						対象期間：2023年度実績＜2023/4～2024/3＞ ネンド ジッセキ

						区　分 ク ブン		繰越日数/
一人当平均 ヘイキン		取得日数/
一人当平均		付与日数/
一人当平均		年次有給休暇
取得率 ネンジ ユウキュウキュウカ シュトクリツ

						男 オトコ		10.2日		11.9日		16.2日		73.4%

						女 オンナ		9.7日		15.3日		16.9日		90.7%

				株式会社ホープネット		全体 ゼンタイ		19.9日		13.2日		16.5日		80.4%		●





③公表状況

		③ 女性活躍推進法に基づく情報公表状況 ジョセイ カツヤク スイシンホウ モト ジョウホウ

				会社名 カイシャメイ				株式会社ホープネット

				従業員数 ジュウギョウインスウ				620人



				Ｑ１		2024年3月31日時点での公表の有無 ネン ツキ ニチ ジテン コウヒョウ ウム

				Ａ１				公表を行っている コウヒョウ オコナ

								公表を行っていない コウヒョウ オコナ

				Ｑ２		2024年度公表予定の項目 ネンド コウヒョウ ヨテイ コウモク

										301人以上の会社 ニン イジョウ カイシャ		101人以上300人以下の会社 ニン イジョウ ニン イカ カイシャ

				Ａ２		「女性労働者に対する職業生活に関する機会の提供」

								①採用した労働者に占める女性労働者の割合

								②男女別の採用における競争倍率

								③労働者に占める女性労働者の割合

								④係⾧級にある者に占める女性労働者の割合

								⑤管理職に占める女性労働者の割合

								⑥役員に占める女性の割合

								⑦男女別の職種または雇用形態の転換実績

								⑧男女別の再雇用または中途採用の実績

								⑨男女の賃金の差異　　　※従業員数301人以上の会社は必須

						「職業生活と家庭生活との両立」

								①男女の平均継続勤務年数の差異

								②10事業年度前およびその前後の事業年度に採用された労働者の男女別の継続雇用割合

								③男女別の育児休業取得率

								④労働者の一月当たりの平均残業時間

								⑤雇用管理区分ごとの労働者の一月当たりの平均残業時間

								⑥有給休暇取得率		◀2024追加項目 ツイカ コウモク

								⑦雇用管理区分ごとの有給休暇取得率

								公表を行う予定はない　　　※従業員数100人以下の会社のみ選択可 コウヒョウ オコナ ヨテイ イカ



①～⑧の８項目のうち１項目以上選択

①～⑦の7項目のうち1項目以上選択

全16項目のうち1項目以上選択
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